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我
が
国
で
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
短
縮
語
と
し

て
使
わ
れ
て
い
た
「
ア
ニ
メ
」
と
い
う
言
葉
そ

ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
と
し
て
の

メ
デ
ィ
ア
芸
術

経
済
大
国
か
ら
変
貌

海
外
で
日
本
語
を
学
習
す
る
人
た
ち
が
増
加

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
日
本
語
を
学
ぶ
理

由
と
し
て
以
前
な
ら
日
本
の
経
済
力
が
最
初
に

上
が
っ
た
が
、
最
近
で
は
「
日
本
文
化
に
関
す

る
知
織
を
得
る
」
が
一
番
に
な
っ
て
い
る

C

国

際
交
流
基
金
で
は
、
日
本
の
ア
ニ
メ
や
漫
画
、

ゲ
ー
ム
ヘ
の
興
味
が
、
学
習
者
の
増
加
を
も
た

ら
し
た
と
み
て
い
る
。

二
0
1
0
年
（
平
成
ニ
―
-
）
開
偲
の
上
悔
万

博
に
関
す
る
間
査
で
も
、
同
じ
よ
う
な
結
果
と

な
っ
て
い
る
。
中
国
人
が
日
本
に
関
し
て
最
も

行
っ
て
い
る
こ
と
が
、
「
漫
画
を
読
む
、
ア
ニ
メ

を
見
る
、
ゲ
ー
ム
で
遊
ぶ
」
で
あ
っ
た
。
日
本

に
つ
い
て
間
心
あ
る
分
野
は
、
「
日
本
の
自
然
，

日
本
の
表
蜆
は

．．
 

浮
世
絵
や
民
具
な
ど
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
一
般
の
入
々
が
購
う
こ
と
が
で

き
、
日
常
生
活
で
観
賞
さ
れ
、
不
断
に
使
わ
れ

る
こ
と
で
磨
き
あ
げ
ら
れ
る
。
観
賞
た
け
を
目

的
に
、
最
後
は
美
術
館
に
飾
ら
れ
る
こ
と
を
目

的
に
し
た
も
の
は
少
な
＼
使
わ
れ
る
板
能
や

場
所
が
特
定
さ
れ
、
美
そ
の
も
の
が
目
的
的
に

芸
術
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
は
な
く
、
何
か
に

美
を
込
め
る
。
「
用
の
美
」
だ
。
現
代
の
メ
デ
ィ

ア
芸
術
も
、
そ
の
伝
統
を
汲
ん
で
い
て
、
欧
米

の
「
ア
ー
ト
」
と
は
一
線
を
画
す
。

一
方
で
、
メ
デ
ィ
ア
芸
術
の
定
義
が
曖
昧
で

あ
る
と
い
う
批
判
も
あ
る
が
、
こ
の
分
野
は
変

化
が
常
態
で
領
域
を
超
越
し
続
け
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
表
現
が
次
か
ら
次
と
生
み
出
さ
れ
て
い

る
。
厳
密
な
定
義
も
時
を
経
る
と
意
味
を
な
さ

な
く
な
る
可
能
性
も
あ
り
、
柔
軟
な
用
語
で
あ

っ
た
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
翌
場
し
て
き
て

も
、
そ
の
新
た
な
挑
戦
を
拒
絶
す
る
こ
と
な
く

受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

デ
ィ

風
景
」
と
「
最
先
嬉
家
電
技
術
」
を
、
「
ア
ニ

メ
・
マ
ン
ガ
」
が
上
回
り
一
位
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
と
い
え
ば
経
済
大
固
と
も
て
は
や
さ
れ

た
時
代
が
あ
っ
た
が
、
海
外
で
日
本
の
ア
ニ
メ
や

マ
シ
ガ
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
数
多
く
開
催
さ

礼
、
今
で
は
日
本
と
い
う
と
マ
ン
ガ
、
ア
ニ
メ
、

ゲ
ー
ム
な
ど
を
連
想
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
や
マ
ン
ガ
、
デ
ー
ム
な
ど
は

欧
米
で
は
「
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
」
や
「
サ
ブ
カ

ル
チ
ャ
ー
」
と
し
て
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
芸
術

の
周
縁
に
あ
り
、
芸
術
そ
の
も
の
で
は
な
い
と

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
平
成
八
年
に
文
化
庁
に

設
置
さ
れ
た
「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
映
像
。
音
響

の
も
の
が
「
日
本
の
商
用
ア
ニ
メ
ー
、
、
＂
ョ
ン
」
を

指
す
世
界
共
通
諾
に
な
り
、
マ
ン
ガ
と
い
え
ば
、

性
界
中
で
商
用
の
ス
ト
ー
リ
ー
漫
圃
を
意
味
す

る
よ
う
に
、
日
本
語
が
そ
の
ま
ま
海
外
で
も
使

わ
九
て
い
る
。
そ
れ
は
外
国
語
に
置
き
換
え
ら

れ
な
い
ほ
ど
独
自
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
柾
左

か
も
し
れ
な
い
。
ス
ト
ー
＇
リ
ー
・
マ
ン
ガ
は
我
が

国
で
生
み
出
さ
れ
た
形
式
で
あ
る
が
、
世
界
中

で
そ
の
表
現
方
法
を
使
っ
て
「
マ
ン
ガ
」
が
描

か
れ
て
い
る
。
印
象
派
に
影
響
を
与
え
た
浮
世

絵
の
よ
う
な
例
も
な
い
で
は
な
い
が
、
日
本
の

表
現
方
法
が
そ
の
ま
ま
海
外
で
受
け
入
れ
ら
れ
、

定
着
し
た
と
い
う
こ
と
は
史
上
初
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

パ
ト
ロ
ン
と
い
っ
た
一
部
の
特
権
階
級
の
も

の
で
は
な
く
、
商
扇
で
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
た
め
、
幅
広
い
層
へ
の
訴
求
力
を
も
っ
た
日

本
の
メ
デ
ィ
ア
芸
術
は
当
然
、
国
境
を
越
え
て

も
訴
求
力
が
強
く
、
多
く
の
フ
ァ
ン
を
獲
得
す

る
に
至
っ
た
。
日
本
は
戦
争
経
験
か
ら
海
外
へ

の
現
代
日
本
文
化
紹
介
を
送
巡
し
、
手
を
こ
ま

ね
い
て
き
た
。
そ
う
い
っ
た
あ
り
の
ま
ま
の
日
本

の
姿
を
伝
え
る
努
力
の
欠
落
を
、
部
分
的
で
は

あ
る
も
の
の
埋
め
て
ぎ
た
の
が
メ
テ
ィ
ア
芸
術

で
あ
っ
た
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
日
本
に
関
す

ア
芸
術
と

ポ
ッ
フ
カ
ル
チ
ャ
ー

芸
術
懇
談
会
」
は
、
我
が
国
が
得
意
と
す
る
マ

ン
ガ
や
ア
ニ
メ
な
ど
の
作
品
群
を
総
称
す
る
言

葉
す
ら
な
か
っ
た
状
況
を
踏
ま
え
、
複
製
表
現

や
先
端
技
術
を
使
っ
た
新
し
い
表
現
を
総
称
し

て
「
メ
デ
ィ
ア
芸
術
」
と
呼
ぶ
。
欧
米
に
は
新

技
術
を
積
極
的
に
使
っ
た
芸
術
と
い
う
意
味
で

「
メ
デ
（
ア
・
ア
ー
ト

(
m
e
d
i
a
art)
」
と
い
う
用

語
も
あ
る
が
、
メ
デ
ィ
ア
芸
術
は
「
メ
デ
ィ
ア
'

ア
ーi
ト
ー
を
も
包
含
す
る
。

「
メ
デ
ィ
ア
芸
術
」
と
い
う
言
葉
の
成
立
自
体

が
、
新
し
い
宣
言
で
あ
っ
た
。
欧
米
で
は
芸
術

か
ら
排
除
さ
れ
て
い
た
作
品
を
「
メ
デ
ィ
ア
芸

術
」
と
言
い
切
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
欧

米
中
心
の
芸
術
蜆
へ
の
晏
議
申
し
立
て
で
も
あ

灯
、
芸
術
に
新
た
な
も
の
を
付
け
加
え
る
試
み

で
も
あ
っ
た
。

る
報
道
が
海
外
で
恒
め
て
少
な
い
の
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
世
界
に
最
も
肯
定
的
な
影
響
を
与
え

て
い
る
国
の
一
っ
と
し
て
日
本
が
選
ば
れ
て
い

る
B
B
C
闊
査
結
果
の
説
明
が
つ
か
な
い
。

も
ち
ろ
ん
表
現
形
式
だ
け
で
な
く
、
我
が
国

の
作
品
の
内
容
に
は
、
自
然
と
の
共
生
、
生
涯

を
通
じ
て
成
長
し
続
け
る
こ
と
、
鯛
和
の
尊
重
、

持
続
す
る
日
々
へ
の
感
謝
な
ど
、
二

0
世
紀
に

主
流
で
あ
っ
た
理
念
と
は
異
な
る
多
様
な
考
え

が
盛
り
込
ま
れ
、
そ
れ
ら
も
支
持
を
得
る
理
由

と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
海
外
で
は
若
年
層
や
一
部
の
フ
ァ
ン
、

そ
し
て
専
門
家
に
人
気
が
限
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
事
実
で
あ
り
、
紹
介
の
さ
れ
方
に
偏
り
が

あ
る
こ
と
も
否
め
な
い
。
文
化
庁
メ
デ
イ
ア
芸

術
祭
の
受
賞
作
品
の
紹
介
な
ど
を
と
お
し
て
多

様
な
作
品
が
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
し
、

さ
ら
に
メ
デ
ィ
ア
芸
術
へ
の
関
心
が
他
の
日
本

文
化
に
触
れ
る
契
機
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。
海
外
だ
け
で
な
く
国
内
で
も
同
様
だ
。

文
化
だ
け
は
、
そ
れ
が
過
去
の
も
の
と
な
っ

て
も
受
け
継
が
れ
て
い
き
、
現
在
や
未
来
に
も

影
響
を
及
ぽ
す
。
日
本
の
メ
デ
イ
ア
芸
術
の
こ

れ
ま
で
が
豊
穣
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
こ
れ
か
ら
の

期
待
も
な
ま
な
か
な
も
の
で
は
な
い
。

東京大学大学院教授

浜野保樹
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メディア芸術振興総合プログラム□̀9年度予算額4億3,900万円

メディア芸術の人材育成と国際拠点形成を推進する

我
が
国
の
ア
ニ
メ
や
マ
ン
ガ
、
ゲ
ー
ム
等
の
メ
デ
ィ

ア
芸
術
は
国
内
の
み
な
ら
ず
洵
外
で
も
高
く
評
価
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
文
化
庁
で
は
、
メ
デ
i
ア
芸
術
の
一

層
の
振
興
を
図
る
た
め
「
メ
デ
’
1

ア
芸
術
総
合
振
興

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
策
定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施

し
て
お
灯
ま
す
。

優
れ
た
メ
デ
ィ
ア
芸
術
作
品
を
顕
彰
し
、
発
表
の

場
と
鉗
賞
の
槻
会
を
提
供
す
る
「
文
化
庁
メ
デ
ィ
ア

芸
術
祭
」
は
、
平
成
一
九
年
度
で

1

一
回
目
を
迎
え

ま
す
。毎

年
開
催
す
る
受
賞
作
品
展
で
は
、
世
界
中
の
応

募
作
品
か
ら
選
ば
れ
た
映
像
、
藷
止
画
、

W
e
b
、
イ

ン
ス
タ
レ
ー
ン
ョ
ン
、
～
し

M
、
デ
ー
ム
、
長
編
，
短

編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
マ
ン
ガ
な
ど
、
そ
の
年
を
代
表

す
る
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
受
賞
作
品
の
紹
介
や
作
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
、
最
新
の
メ
デ
ィ
ア
芸
術
の
情
報
等
を
紹
介
す
る

w
e
b
サ
イ
ト
「
文
化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸
術
プ
ラ
ザ
」

(
h
t
t
p
:
/
/
p
l
a
z
a
.
b
u
n
k
a
.
g
o
.
j
p
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l
)

を
開
設
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
た
さ
い
。

平
成
一
八
年
度
に
は
、
9
l
O
周
年
を
迎
え
た
こ
と

を
記
念
し
て
、
「
文
化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
一

0
周
年

企
画
展
」
を
東
京
に
新
し
く
開
館
し
た
国
立
新
美
術

鯨
に
お
い
て
開
僅
し
ま
し
た
。
『
日
本
の
表
現
力
』
を

テ
ー
マ
に
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
芸
術
を
硯
在
。
過
去
'

未
来
の
三
つ
の
視
点
か
ら
紹
介
し
ま
し
た
。

平
成
一
四
年
度
か
ら
は
、
「
文
化
庁
メ
デ
，
ー
ア
芸
術

祭
」
の
地
方
閲
悩
に
も
取
り
組
み
、
国
民
文
化
祭
開

僅
地
と
連
撓
し
、
受
賞
作
品
を
中
心
と
し
た
優
秀
作

一

；

□
9: 

"
[
.
i
-
[
-

―-

―
-

i

ご

-．
 

ア

ト

デ

釘

ジ
雲↑術プ
七

芸

ッ

交

品
展
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
宝
国
の
皆
椋
に
優
れ

だ
メ
デ
、
ィ
ア
芸
術
に
触
れ
て
い
た
だ
＜
帳
会
と
な
っ
て

お
り
ま
す
c

ま
た
、

S
I
G
G
R
A
P
日
（
ア
メ
リ
カ
）
や

S〕

I
C
A
F
（
韓
国
）
等
の
涌
外
の
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ー
ト

フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
に
も
積
栢
的
に
出
展
し
、
世
界
の

方
々
に
日
本
の
最
新
メ
デ
ィ
ア
芸
術
を
紹
介
し
て
お

り
ま
す
。
さ
ら
に
平
成
一
九
年
八
月
に
は
、
日
中
回

交
正
常
化
一
二
五
周
年
を
記
念
し
て
、
日
本
の
●
今
」

を
伝
え
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
文
化
庁
メ
デ
f
ア
芸
術

祭

上

淘

展

2
0
0
7
」
を
上
海
都
市
彫
刻
芸
術
セ

ン
タ
ー
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

平
成
一
九
年
度
か
ら
、
我
が
国
の
メ
デ
．
，
ア
芸
術

の
よ
り
一
層
の
振
興
を
目
指
し
て
、
「
メ
デ

d

ィ
ア
芸
術

推
進
拠
点
形
成
事
業
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

本
事
業
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
芸
術
の
専
門
的
な
ス
タ

ッ
フ
が
い
る
文
化
施
設
が
行
う
人
材
育
成
・
共
同
制

作
、
調
査
研
究
等
の
事
業
を
支
媛
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
国
内
各
地
に
メ
デ
ィ
ア
芸
術
の
拠
点
が
形
成
さ

れ
る
よ
う
促
し
ま
す
。
本
事
業
で
は
、
以
下
の
活
動

を
支
援
し
ま
す
。

0
若
手
ク
リ
エ
イ
タ
ー
創
作
支
援

若
手
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
創
作
活
動
を
促
進
し
、
発

表
の
場
を
提
供
す
る
活
動
に
対
す
る
支
援
を
行
い
ま

す。0
メ
デ
ィ
ア
芸
術
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
支
援
事
業

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
人
材
育

成
、
他
の
施
設
や
企
業
・
大
学
等
と
実
施
す
る
共
同

研
究
や
共
同
制
作
等
の
活
動
に
対
す
る
支
援
を
行
い

ま
す
。な

お
、
本
事
業
の
応
募
要
領
は
、
文
化
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
(
h
t
t
p
"
/
/
w
w
w
'
b
u
n
k
a
,
g
o
.
j
p
/
g
e
i
j
u
t
s
u
_
b
u
n
k
a
/

m
e
d
i
a
/
k
y
o
t
e
n

ーkeisei,html)

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

メ
デ
ィ
ア
芸
術
推
進
拠
点
形
成
事
業

文
化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭

「文化庁メディ T芸術~祭 10 周年企画展J

「文化庁メディア芸術祭~ 徳島展」

「文化庁メディア

芸術祭上海展

2007」

デ

芸

に

日
覇

文

化

部

芸

術

文

化

諒

長

情

水

明
-＝――――』●
I-'〒

g
r
E角`
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豪事業紹介傘

こ
の
た
び
、
文
化
庁
で
は
平
成
一
九
年
度
[
第
一

一
回
〕
文
化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
賞
を
決
定
い
た
し

ま
し
た
。
本
年
度
は
、
平
成
一
九
年
七
月
一
八
日
か

ら
一

0
月
五
日
ま
で
の
朗
間
、
ア
ー
ト
、
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
マ
ン
ガ
の
四
部

門
に
お
い
て
作
品
を
募
集
し
、
応
募
総
数
は
過
去
最

高
の
二

0
九
一
作
品
に
の
ほ
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち

四
二
九
作
品
は
海
外
の
四
―
一
の
国
と
地
域
か
ら
の
応

募
で
す
。
高
い
芸
術
性
と
創
造
性
を
基
準
と
し
て
各

部
門
に
お
い
て
大
賞
一
作
品
、
優
秀
賞
四
作
品
、
奨

励
賞
一
作
品
お
よ
び
全
部
門
を
通
じ
て
の
功
労
賞
一

名
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

魯
大
賞

「W
i
i
S
p
o
嘉
」
（
ゲ
ー
ム
）

「

Wii
Sports」
開
発
チ
ー
ム
代
表
太
田
敬
三

鬱
優
秀
賞

「

D
A
Y
D
R
E
A
M」

(Web)
勅
使
河
原
一
雅

「

M
E
T
A
L
G
E
A
J
J
S
O
L
I
D
 4
 G
U
N
S
 O
F
 

T
H
E
 P
A
T
J
J
I
O
T
S」

（
ゲ
ー
ム
）
小
島
秀
夫

(
K
O
N
A
M
I
)

「

M
O
N
S
T
E
R

エU
N
T
E
R
P
O
R
T
A
B
L
E
 2
n
d」

（
ゲ
ー
ム
）
「
モ
ン
ス
タ
ー
ハ
ン
タ
ー
ポ
ー
タ
ブ
ル
2
n
d」

開
発
チ
ー
ム
代
表
辻
本
塁
ニ

「
気
づ
い
て
い
ま1
9か
。
」
（
シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ピ
—
)

田
中
英
生

馨
奨
励
賞

「
匂
い
を
か
が
れ
る
か
ぐ
や
姫

＼
日
本
昔
話

R
e
m
i
x
1」

（
絵
本
）
原
倫
太
郎
＋
原
海

--、--- -—- l 

文化庁メディア芸術祭 1 

実行委員会構成員 I 
I 《会長》

I 

i青木保文化庁長宮 1 

I 《運営委員》 ！ 
I ！ 
，浜野保樹 東京大学大学院教授

！林田芙柑 国立新美術館館長 1 

I永田圭司 （財）CG-ARTS協会理亭長

| 《審査委員》

I 17 
I 

［ J・ ート部門l I 
I原田大三郎 多摩美術大学教授＊

，佐藤卓 グラフィックデザ1ナー

I長谷川祐子 キュレイター ！ 
I原島博 東京大学大学院教授

Iヤノベケンジ 美術作家

i ［エンターテイメント部門l
，水口哲也 プロデューサー＊

I 
河津秋敏 ゲームデサイナー

日中秀幸 アートディレクタ―•-

福井信蔵 クリエイテ“｛ブ戸レクタ＿ 1 

祝山 寛＇ コンテンツ。プロデューサーI I ［アニメーション部門l
i鈴木伸ー アニメーション監督＊

I麟邦彦 アニメーンョン監督 1 

I木船固子 ア：：：メーション作家

I野村辰寿 アニメーション作家

I箭内道彦 クリエイティブディレタター 1

i ［マンガ部門］

I 
モンキー。バンチ マンガ家＊ 1 

l し9)あがり寿 マンガ家

［ちはてつや マンガ家 1 

！藤本由香里 評論家

Iわたなべまさこ マンガ家 I 

L I*は主査）

-- --―-J 

鬱
優
秀
賞

「

C
a
r
n
e「
a
L
u
c
i
d
a
 
:
 

S
o
コo
c
h
e
r
n
1
c
a
l
O
b
s
e
r
v
a
t
o
r
y」

（
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
「
n

ン）

Evelina □rnvlN!TCI＇-／
lJrnit「

y

G
E
L
F
A
N
D
 

「I
S
S
E
Y
M
I
Y
A
K
E
 A
,
P
O
C
 lf¥JSIDE.
」
（
映
像
）

佐
藤
雅
彦
，
ご
＇
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス

「

S
e
M
i
 S
e
i
 V
1
c
1
n
o
 

(If 
y
o
u
 a
r
e
 c
l
o
s
e
 t
o
 m
e
)」

R
奨
励
賞

「S
u
p
e「
S
m
i
l
e
」
（
映
像
）

m
f
f
1
e
W
U

鬱
大
賞

「n
i
j
u
m
a
n
n
o
 b
o「
e-
」
（
映
像
）

,Jem,Gabriel PERIOi, 

（
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ー
ト
）

Sonia
CILLARI 

「
ビ
ュ
ー
・
ビ
ュ
ー
•
V
i
e
w

」

（
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ー
ト
）

blueCDlepha「
rt

品

文
化
部
芸
術
文
化
課
支
援
推
進
室
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魯
大
賞

「
河
童
の
ク
ゥ
と
夏
休
み
」
扇
場
公
開
ア
ニ
メ
—
シ
ョ
ン
）

序

恵

一

9
優
秀
賞

言
っ
か
り
ペ
ネ
ロ
ペ
」

(
T
V
アニメ＇ー、シヲン）

高
木
淳
（
監
督
）

「
カ
フ
カ
田
舎
医
者
」
（
短
握
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
）

山
村
浩
二

「
天
元
突
破
グ
レ
ン
ラ
ガ
ン
」

(
T
V
ア
ニ
メ
ー
シ
m
ン）

今
石
洋
之
（
監
督
）

「
電
脳
コ
イ
ル
」

(
T
V
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
）
磯
光
雄

鬱
奨
励
賞

「
ウ
シ
ニ
チ
」
（
短
組
一
f
ニ
メ
ー
シ
in
ン
）
一
瀬
皓
コ

働
大
賞

「
モ
リ
の
ア
サ
ガ
オ
」
（
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ン
ガ
）
郷
田
マ
言

魯
優
秀
賞

「
海
街
d
i
a
「

y
」
貧
ト
ー
リ
ー
マ
ン
ガ
）
吉
田
秋
生

「
鈴
木
先
生
」
（
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ン
ガ
）
武
宮
健
治

「
竹
光
侍
」
（
ス
ト
ー
リ
ー
，
マ
ン
ガ
）

松
本
大
洋
（
画
）
＇
，
、
永
證
一
成
（
作
）

「
プ
ラ
イ
ド
」
（
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ン
ガ
）
一
条
ゆ
か
り

鋤
奨
励
賞

「
天
顕
祭
」
（
自
主
制
作
マ
ン
ガ
）
白
井
弓
デ
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報牛

蕊-=—

多くの参加者でにぎわったシンポジウム

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
平
成
一
八
年
度
[
第
一

0
回
]
文
化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
の
テ
ー
マ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

司
会
は

N
H
K
解
説
委
員
の
中
谷
日
出
氏
、
ゲ
ス

ト
に
各
国
の
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
パ
ル
の

関
係
者
を
お
招
き
し
、
世
界
の
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
を

取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
意
見
交
換
い
た
だ
き
ま
し

こ。t
 

し
よ
う
と
試
み
て
い
ま
す
。
今
年
は
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

や
マ
ン
ガ
の
創
造
性
を
通
じ
て
、
ま
っ
た
く
新
し
い
こ

と
を
実
現
し
た
い
の
で
す
。

ヤ
マ
グ
チ
高
度
な
テ
タ
ノ
ロ
ジ
ー
が
手
に
入
る
よ

う
に
な
っ
た
今
、
メ
デ
ィ
ア
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル

メ
デ
ィ
ア
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
で
ど

の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
の
か
、
民
族
文
化
や
世
界

キャット・ジョーンズ氏

海
外
か
ら
見
た
日
本
の

ィ
ア
ア
＇
i
卜
の
印
象

シ
ュ
ト
ッ
カ
ー

A
r
s
E
l
e
c
t
r
o
m
c
a
で
は
、
遺
伝
エ

学
や
バ
イ
オ
テ
タ
ノ
ロ
ジ
ー
か
ら
、
政
治
問
題
や
社

会
問
題
ま
で
幅
広
い
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
お
り
，
新

し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
私
た
ち
の
社
会
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
を
追
求
し
て
い
ま
す
。
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
は
美
術
館
で
は
な
，
＼
教
育
様
閥
と
し
て
考

え
て
お
り
、
一
般
の
人
々
が
よ
り
理
解
を
深
め
る
た

め
の
施
設
と
い
う
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

ジ
ョ
ー
ン
ズ

Electro
fringe
が
他
の
メ
デ
ィ
ア
ア
ー

ト
の
フ
ェ
ス
テ
，
ー
バ
ル
と
異
な
る
点
は
、
学
会
や
研
究

機
関
の
外
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
学
術

的
な
研
究
や
理
綸
よ
り
も
、
ア
ー
ト
の
形
態
の
開
発

に
焦
点
を
当
て
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
や
コ
，
ぐ
セ
プ
ト
を

重
祝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
”
}
）
o
it 
Yourself,

の
雰

囲
気
を
つ
く
灼
出
し
、
ア
ー
テ
（
ス
、
，
r
が
実
際
に
作

品
を
制
作
で
き
る
場
所
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
同
士
の
交

流
や
ア
イ
デ
ア
の
発
信
の
場
、
多
様
な
メ
デ
~
1
ア
ア

の
言
語
が
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に

変
化
し
て
い
く
の
か
、
ま
た
人
間
と
自
然
の
意
識
を

高
め
る
こ
と
に
ど
ん
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
、

と
い
っ
た
点
を
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

シ
ュ
ト
ッ
カ
ー
独
特
な
特
徴
が
際
立
っ
て
い
ま
す
。
＂

学
生
の
作
品
に
も
高
度
な
レ
ベ
ル
の
技
術
が
見
ら
れ

ま
す
し
、
細
部
に
ま
で
目
を
配
っ
て
い
て
イ
ン
タ
ー
フ

ェ
ー
ス
に
も
細
か
い
配
慮
が
さ
れ
て
い
る
。
専
門
性

が
高
く
ア
イ
デ
ア
が
幾
宮
と
い
う
点
に
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。
身
体
性
と
バ
ー
チ
ャ
ル
な
要
素
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
が
う
ま
い
で
す
ね
。

I：・日出氏 (NHK解説委員）

i (; 
ニゞー3 C チュウ氏

(SICAF信事）
I ` 

I リナ・ヤマグチ氏
(SIGGRAPH／アメリカ）

ニ―---------―---J 

出演

ゲルフリート・シュトッカー氏
(Ars Electronica/’オーストリア）

キャット・ジョ S―
(Electrofringe／オーストラリ

こ
れ
か
ら
の
課
題
は

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ヘ
の
サ
ポ
ー
ト

ー
）
の
発
展
に
寄
与
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
提
供
し

て
い
ま
す
バ
）

チ
ュ
ウ

新
し
い
メ
デ
ィ
ア
こ
丁
月
•
ノ
ロ
ジ
！
が
マ

ン
ガ
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
こ
り
領
域
を
拡
大
し
て
い
ま

す。

S
I
C
A
戸
で
は
、
さ
ら
に
臨
場
感
あ
ふ
れ
る

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
や
マ
ン
ガ
を
体
験
す
る
披
念
を
提
供

ジ
ョ
ー
ン
ズ
テ
タ
ノ
ロ
ジ
ー
と
の
関
係
が
高
度
化

し
て
い
ま
す
。
~
ン
タ
ラ
ク
テ

f

ビ
テ
ィ
（
双
方
向

性
）
も
多
雨
さ
れ
て
お
り
、
遊
び
心
が
見
ら
れ
る
点

も
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。
ど
の
作
品
に
も
ゴ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
性
が
あ
り
、
日
本
人
に
と
っ
て
ア
ー
ト

が
手
に
届
く
も
の
に
な
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

チ
ュ
ウ
去
年
に
く
ら
べ
て
、
文
化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸

術
祭
自
体
も
規
模
が
大
き
く
な
り
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の

質
が
高
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
受
賞
者

を
み
て
も
、
若
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
増
え
て
い
る
こ
と

が
驚
き
で
す
。
可
能
性
が
あ
る
人
材
が
そ
れ
だ
け
存

在
す
る
と
い
う
の
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

し^
すヤ

マ
グ
チ
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
に
楽
し
い
作

品
が
多
い
の
は
、
日
本
の
文
化
や
伝
統
の
延
長
線
上

に
あ
る
点
が
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
主
た
、
作
品

自
体
だ
け
で
な
く
、
そ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
す

ば
ら
し
い
。
配
置
の
方
法
や
演
出
が
上
手
で
う
ら
や

ま
し
い
で
す
。

シ
ュ
ト
ッ
カ

1

日
本
の
学
生
の
作
品
の
質
は
高
い

で
す
が
、
卒
業
し
て
し
ま
う
と
サ
ポ
ー
ト
を
失
っ
て
し

ま
う
。
サ
ポ
ー
ト
な
し
で
は
高
い
技
術
の
作
品
を
つ
く

る
の
は
難
し
い
の
で
す
。
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
は
コ
ス
ト

が
か
か
る
の
で
資
金
調
達
も
重
要
で
す
。
し
か
し
私

た
ち
は
、
ス
ポ
ン
サ
ー
を
求
め
る
と
い
う
よ
り
も
、
業 ゲルフリート・シュトソカー氏

各
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

ョ
ン

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
レ
ポ
ー
ト

「

デ

ア
ー

L 
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主

会

催：文化庁メディア芸術祭実行委員会

（文化庁•国立新美術館 •CG-ARTS 協会）

期： 2月6日（水）～17日（日）

休館日： 2月 12日（火）

開館時間： ・10:00 ~ l 8:00（金曜日は20:00まで）

会 場：国立新美術館（東京都港区六本木）

企画展示室2E

アクセス

東京メトロ千代田線「乃木坂駅」 6出口（美術館直結）

東京メトロ日比谷線「六本木駅」4a出口から徒歩5分

都営地下鉄大江戸線「六本木駅」7出口から徒歩4分

入場無料

交通案内

ジニー・・チュウ氏

，.ふ、 J ~ ~L~ ベ~ ＇^ 

リナ・ヤマグチ氏

界
と
の
よ
り
密
着
し
た
協
力
信
制
を
築
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ジ
ョ
ー
ン
ズ

Electro
fringe
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
へ

の
継
続
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

E
l
e
c
,

trofringe
自
体
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
メ
デ
ィ
ア
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
役
割
も
果
た
し
て
い

て
、
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
で
過
去
の
イ
ベ
ン
ト
を
放
送

し
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
ア
ー
カ
イ
ブ
を
構
築
す
る
こ

と
で
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
多
く
の
人
々
へ
紹
介
し
て
い

く
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

チ
ュ
ウ

S
I
C
A
守
ょ
で
も
若
い
，
ク
リ
エ
＇
ー
タ
ー
の

た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
海
外
の

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
も
韓
国
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
積
極

的
に
紹
介
し
、
実
際
に
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
若

ジ
ョ
ー
ン
ズ
変
化
に
合
わ
せ
て
言
葉
も
変
わ
っ
て

メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
と
い
う
言
葉
は

定
藩
す
る
か

い
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
専
門
の
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
と
連
携

で
き
る
よ
う
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

ヤ
マ
グ
チ

S
I
G
G昇

R
A
P
日
で
は
世
界
各
地
に

支
部
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
各

地
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

支
梱
間
の
つ
な
が
り
を
も
っ
と
密
接
に
保
つ
こ
と
が

で
き
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
開
発
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
悔
外
で
の
展

1

示
も
有
益
で
す
が
、
コ
ス
ト
が
か
か
る
の
が
ネ
ッ
タ

で
ず
。

中谷日出氏

い
く
で
し
ょ
う
。
多
く
の
国
で
は
既
に
違
っ
た
言
葉

で
表
現
し
て
い
る
と
こ
る
も
あ
り
ま
す
し
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
は
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
と
い
う
言
葉
を

使
っ
て
い
ま
す
。
最
近
の
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に

も
多
様
性
が
あ
っ
て
、
分
類
す
る
こ
と
が
難
し
く
な

っ
て
い
ま
す
。
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
く
状
況
な

の
で
、
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
と
い
う
言
葉
が
定
着
す
る
か

ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
も
、
新
し
い

か
ら
使
う
の
で
は
な
く
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現
す
る
た

め
に
使
う
。
な
ん
ら
か
の
テ
タ
ノ
ロ
ジ
ー
が
表
現
の
た

め
に
使
わ
れ
て
い
る
と
い
、

1
只
で
、
説
状
で
は
メ
デ
，
ー

ア
ア
ー
ト
と
い
う
言
葉
で
呼
ぶ
し
か
な
い
で
す
ね
。

＊
抜
粋
し
て
掲
菰

C

詳
細
は
「
文
化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸
術

プ
ラ
ザ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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象
連
載
令

[
い
き
い
き
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
美
術
館
・
博
物
館
事
業
レ
ポ
ー
ト
]

[
芸
術
文
化
の
風
]

映
画
＇
映
像
の
謡
み
方

[
著
作
権

Q
&
A
『
著
作
梱
な
る
ほ
と
質
問
箱
』
か
ら
]

著
作
梱
の
帰
属
ほ
か

〖
言
葉
を
見
つ
め
て
】

言
語
活
動
を
支
援
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発

｛
伝
建
地
区
を
見
守
る
人
々
伝
建
歳
時
記
]

八
女
生
ま
れ
の
お
雛
様
を
肋
ね
て
（
福
岡
県
八
女
市
）

戻
然
記
念
物
の
保
護
管
理
の
現
状
〗

ア
ユ
モ
ド
キ
の
保
随
・
保
全
啓
発
の
取
組
（
岡
山
県
岡
山
市
）

〖
広
げ
よ
う
「
文
化
力
」
の
輪
ー
]

ま
ん
が
フ
ェ
ス
テ
ィ
パ
ル

[
こ
ど
も
の
文
化
体
験
]

子
ど
も
夢
。
ア
ー

1
・
ア
カ
デ
ミ
ー

で
日
本
の
伝
統
美
と
技
を
守
る
人
々
]

浩
林
英
次
（
芸
名
密
山
左
衛
門
）
•
長
唄
間
約

[
国
宝
，
重
要
文
化
財
を
も
っ
と
楽
し
む
方
法
]

絵
巻
の
断
椅

〖
祭
り
歳
時
記
伝
承
を
支
え
る
）
こ

戸
沢
の
ね
じ
行
奉

笈
化
交
流
使
の
活
動
報
告
]

中
村
享
・
盆
栽
作
家

｛
文
化
で
ま
ち
づ
く
り
明
日
へ
の
文
化
振
奥
ヒ
ジ
ョ
ン
]

い
ば
ら
き
文
化
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

'

,

9

.

，

 

凹
闘
四
国

昨
年
四
月
よ
り
メ
テ
ィ
ア
芸
術
を
担
当
か
け
て
き
た
気
が
し
ま
す
。

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
マ
ン
カ
や
ア
今
回
の
特
集
記
専
を
作
成
す
る
に
当

ニ
メ
、
ゲ
ー
ム
に
は
な
じ
み
が
あ
り
ま
す
た
っ
て
、
こ
れ
ま
で
メ
テ
ィ
ア
芸
術
に
あ

が
、
イ
ン
タ
ラ
タ
テ
イ
プ
や
イ
ン
ス
タ
レ
ま
り
接
し
た
こ
と
が
な
い
方
に
も
ご
理
解
ー

ー
シ
ョ
ン
等
は
ま
っ
た
＜
初
め
て
詞
ぶ
早
い
た
だ
け
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
た
が
、

語
で
し
た
。
い
ろ
い
ろ
闊
べ
て
も
、
と
の
そ
れ
で
も
こ
の
記
事
の
み
で
は
表
硯
し
き

よ
う
な
概
念
な
の
か
い
ま
い
ち
よ
く
分
か
れ
な
か
っ
た
気
が
し
ま
す
。

ら
ず
。
そ
れ
が
八
月
の
上
洵
展
や
一

0
月
百
間
は
一
見
に
如
か
ず
ー
ー
来
月
、
ロ

の
徳
島
展
等
を
経
験
す
る
う
ち
に
、
よ
う
＞V-
新
美
術
飴
に
窪
ひ
い
ら
し
て
く
だ
さ

、

今

。

（

コ

ン

担

）

や
く
ど
の
よ
う
な
作
品
な
の
力
分
か
り

令
文
化
庁
ニ
ュ
ー
ス
令

平
成
一
九
年
春
秋
叙
勲
痰
章
受
章
者
の
決
定

ほ
か

令
長
官
対
談
令

字
文
化
の
交
差
点
]
羊
亘
木
保
文
化
庁
長
官
対
談

谷
村
新
司
シ
ン
ガ
ー
ツ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

冥
官
コ
ラ
ム
青
木
保
の
カ
フ
ェ
＇
ア
オ
キ
】

令
特
集
命
ー
ー

日
中
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
年
二

0
0七

中
国
と
の
文
化
交
流

【
文
化
庁
提
言
】

中
国
と
の
交
流
海
外
へ
の
ア
ジ
ア
文
化
交
流
発
信

[
寄
稿
】

日
中
文
化
ス
ポ
ー
ツ
交
流
年
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

宣
事
例
紹
介
]

「
文
化
交
流
使
」
と
し
て
一
か
月
間
中
国
各
地
で
交
流
活
動

メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
上
海
展
日
本
の
「
今
」
を
中
国
で
紹
介

メ

デ

ィ

ア

芸

術

祭

上

海

展

に

参

加

し

て

映
画
祭
、
日
中
政
府
に
よ
る
相
互
開
催
へ
の
進
展

日
本
の
国
立
劇
場
、
北
京
市
民
に
日
本
伝
統
芸
鮨
を
披
露

[
寄
稿
]

中
国
よ
り
実
感
す
る
日
中
文
化
ス
ポ
ー
ツ
交
流
年

トプレゼント

今月号の展梵会等のチケッ '7'

1,• ゼ：••卜は，

A 「国立西洋美術館所蔵

ヨーロッパ美術の精華J
2組（ベア）

B 東京国立近代美術館

「わたしいまめまいしたわ」

2組（ペア）

です，，こ希望の方はアンケートハガ

キのチケット応努欄に必要挙項を

日（金）までに

文化庁では，ホームベージで，文

化庁に関する情報を幅広＼提供し

ています＂ご意見，文化庁月報の

感想などを，ホームペーシCl)ご意

見欄へお寄せください。
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